
県の事務事業に係る温室効果ガス排出量について

【概要】
県の事務事業に係る2023（R5）年度の温室効果ガス排出量は13万2,372トンとなり、2013（H25）年度比で3万2,695ト

ン減少（▲19.8％）となりました。
第２次岩手県地球温暖化対策実行計画に掲げる、2030年度の排出量を2013年度比で60％削減する目標の達成に向け、

引き続き業務における省エネ活動※1に取り組むほか、県有施設等の脱炭素化に向けた基本方針に基づき、2024（R6）年
度から順次、照明のLED化、公用車のEV化、太陽光発電の導入、新設施設のZEB化を実施していきます。

【県の事務事業に係る温室効果ガス排出量の推移】

※１ 県の事務事業に係る排出量削減のため、「岩手県エコマネジメントシステム」に基づき、就業時間以外の消灯、適切な冷暖房運転
（夏季28％、冬季19℃）、エコドライブの徹底、クールビズ・ウォームビズの実施等に取り組んでいる。

※２ 令和５年９月に改正された「地球温暖化対策の推進に関する法律施行令」による温暖化係数の変更及び令和７年２月に改正された
「特定排出者の事業活動に伴う温室効果ガスの排出量の算定に関する省令」による排出係数の変更により、基準年度に遡り再計算している。

※３ なお、本データには、基準年度以降に開設された新たな施設使用による排出量の増加を含んでいる。

令 和 ７ 年 ２ 月 1 4 日
（令和７年９月19日更新）
岩 手 県 環 境 生 活 部

【担当：環境生活企画室グリーン社会推進担当 019-629-5272】
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【参考２】県有施設等の
脱炭素化に向けた基本方針

（概要）

【参考１】エネルギー別排出量
（基準年度との比較）

（ 単位：t ）

排出量 構成比 増減量 増減比

電力 100,210 72,368 54.7% ▲ 27,842 ▲ 27.8%

Ａ重油 44,334 44,105 33.3% ▲ 229 ▲ 0.5%

灯油 5,796 4,534 3.4% ▲ 1,262 ▲ 21.8%

公用車用ガソリン 5,576 4,106 3.1% ▲ 1,470 ▲ 26.4%

公用車用軽油 1,016 949 0.7% ▲ 67 ▲ 6.6%

ＬＰＧ 760 429 0.3% ▲ 331 ▲ 43.6%

都市ガス 1,037 812 0.6% ▲ 225 ▲ 21.7%

その他
（船舶、ジェット燃料等）

3,062 2,704 2.0% ▲ 358 ▲ 11.7%

161,792 130,008 98.2% ▲ 31,784 ▲ 19.6%

3,274 2,363 1.8% ▲ 911 ▲ 27.8%

165,067 132,372 100% ▲ 32,695 ▲ 19.8%

Ｈ25年度
排出量

（基準年度）

R5年度 比較

区　分

二酸化炭素

その他温室効果ガス

合　　　計

※排出量及び構成比等の各数値について、端数処理の関係から、合計と一致しない場合がある。
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